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1．は じめに  

日本語の受動と使役は，んくから同類のセットとして考えられてきた。   

たしかに，形態的に見ても，受動を表す形態ト（r）are－」と使役を表す形態  

「－（s）ase－」は，基本的には閉じ形式であり，「r」と「S」の遠いによって  

互いに対立している。また，これらの形態の前にどんな形態がくるかという，  

いわゆる「接続」についても，後ろにどんな形態がくるかという，いわゆる  

「活用」についても，共通性がある。   

意味的にも，おおまかにいって，受動が動作を受けるのに対し，使役は動作  

を起こすということで，ちょうど反対の捷能をもつセットになっている。   

そのようなわけで，受動のト（ー）are」と使役の「－（s）ase一」は，助動詞の  

分類などでもいつも同じ炸のものとされ，その顆の中でたがいに対立するもの  

と考えられてきた。   

しかし，統語的な両を教毒した受動と使役の本格的な研究が行われるように  

なると，受動と使役は別々に扱われるような傾向が強まってきた。受動の研究  

でほ，受動文を統語的・意味的な観点から，たとえば直抜受動と間接受動とい  

うふうに分類すること，そしてそれぞれの構造や派生の方法を考えることが中  

心的なテーマになり，また能動文の主格であった動作主が受動文でほ「に」  

「によって」「から」などどんなマーカーで示されるかも重要なテーマになっ  

た。→方，使役の研究では，使役文を意味的な観点から，たとえば強制使役と  

放任使役というふうに分類することが大きなテーマになり，それとの閑適で，  

元の文で主格であった被使役暑が使役文では「を」と「に」のどちらのマーカ  

ーで示されるかも強い関心を集めた。   

このような研究の流れの中で，受動と使役の関係については債権的な考察は  

ほとんど行われてこなかった。わずかに．寺村（1982：289－290）が使役と間接  

受身が「ある点から見ると表裏の関係にある」ことを指摘していたり，益岡  

（1987：166－169）が意味的・統語的な観点から受動態と使役態が「一種の反対   
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概念である」ことを述べていたりする程度である。（1）   

そこで，この論文では，統語約な而を中心に，受動化と使役化の関係を考え  

たいと思う。はじめに「2．受動化の稗頸」と「3．使役化の種類」で，受動化  

と使役化の新しい分類を提案すろ。そして「4．受動化と仕役化の対称性」で，  

その新しい分輝に基づいて，受動化と佳段化が互いにちょうど反対の働きをも  

ったものであること，つまり受動化と使役化の対称性を明らかにする。  

2．受動化の種類   

従来，受動文ほ直接受動文と間接受動文に分類するのが一般的であったが，  

ここでは，直接受動文を作る受動化をさらに2つにわけ，元の文の主格である  

動作主が現れないものを減少型，現れるものを交二倖型とする。間接受動文を作  

る受動化は間接型と呼ぷ。その結果 受動化は，減少型，交替型 間接型の3  

種に斉っけられる。   

また，この分額とほ別に，再帰性の観点から，受動化iこ3つの場合があると  

する。それは，再帰性をもたない場合，受動化によっで耐舟性をもつ場合，受  

動化の前から再帰性をもつ場合の3つである。  

2－1減少型の受動化   
減少型の受動化というのは，いわゆる直接受動文のうち，動作主が現れない  

ものを作る受動化のことである。   

（1）ア 気象庁が 長∃調予報を 発表する  

イ  長期予報が 発表される  

（1）アが受動化されて（1）イになるとき，アで主格であった動作主の「気象  

庁」が消える。つまり，このとき，元町文の格成分（「項」とも言う）が1つ  

減少する形になるので，減少塑の受動化と名づける。   

これを図式化すると，次のようになる。  

発表する  （2）7   

発表される   
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まず，（2）アの「気象庁が」が必要のないものとして消える。そうすると，  

この文には主格がなくなるので，「長期予報を」が主格に昇格する。（下向き  

の矢印が降格，上向きの矢印が昇格，太い矢印が受動化の主な動機による変  

更，細い矢印が付随的な変更を表す。）こうして，減少型の受動化が行われた  

（2）イができあがるのである。  

2－2 交替型の受動化   

交替型の受動化というのは，いわゆる直接受動文のうち，動作主が現れるも  

のを作る受動化のことである。   

（3）ア 渡辺が 榊原を 誇う  

イ 榊原が 渡辺に 誘われる  

（3）アが受動化されて（3）イになるとき，7で主格でなかった「榊原を」が  

主格になる。そして，アで主格であった「渡辺が」が主格ではなくなる。つま  

り，この場合，格成分の数ほ変化しないで，ただ主格になるものが交番してい  

るだけなので，交番型の受動化と名づける。   

これを図式化すると，次のようになる。  

（4）ア 渡辺  

1  

＿墜辺＿甚  

渡辺に 誘われる   
まず，（4）アの「榊原を」を主格にしたいというなんらかの動機があって，  

「榊原を」が主格に昇格する。そうすると，この文には主格が2つあることに  

なるので，元の主格である「渡辺が」が主格から降格して「渡辺に」になる。  

こうして，交替型の受動化が行われた（4）イができあがるのである。  

2【3 間接型の受動化   

問按型の受動化というのは，いわゆる，間接受動文を作る受動化のことであ  

る。間接受動文の範闊ほ研究者によって違いがあり，特にいわゆる持ち主の受  

身の扱いに遠いが見られるが，ここでは，典型的な間接受動文を考えておく。  

持ち主の受身については，再帰性という観点から，「2－4受動化と再帰性」  

で扱う。   
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（5）ア  秦が 死ぬ  

イ 私が 妻に 死なれる  

（5）アが受動化されて（5）イになるとき，アにはなかった「私」が「妻が死  

ぬ」ことによって間接的な影響を受ける老として主格にたつ。そして，アで主  

格であった「妻が」が主格ではなくなる。つまり，この場／乱 間接的な影響を  

受ける老としての格成分が1つ増えるのである。新しい主格は，減少型，交替  

型の場合と違って，間接的な影響を受けるだけのものなので，この種の受動化  

を間接型の受動化と名づける。   

これを図式化すると，次のようになる。（（6）アの「く」は，その左のもの  

がその右の事態から間接的な影響を受けることを表す。）  

t  

く［妻 が 死ぬ］  

．
ぺ
－
十
仙
 
 死なれる   

まず，（6）アの「妻が死ぬ」ことによって，間遠的な影響を受ける老として  

「私」が主格として加わる。そうすると，この文には主格が2つあることにな  

るので，元の主格である「妻が」が主格から降格して「妻に」になる。こうし  

て，間接型の受動化が行われた（6）イができあがるのである。  

2－4 受動化と再帰性   

ここまで，受動化を，減少型，交替塑，間接型の3つにわけてきたのである  

が，これとは別に，再帰性という観点から受動化を考えてみる。   

受動化の中には，再帰性をもたないもの，受動化によって再帰性をもつも  

の，受動化の前から再帰性をもつものの3つがある。   

第1の「再帰性をもたないもの」というのは，次のようなものである。   

（7）ア 山本が たいこを たたく  

イ  たいこが たたかれる   
第2の「受動化によって再帰性をもつもの」というのは，一般に「持ち主の  

受身」などと言われている，次のようなものである。   

（8）ア 山本が 私の手を たたく   
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イ 私が 山本に 手を たたかれる  

（8）7で「私の手」という関係にあったものが，イで主格の「私が」と主格  

以外の「手を」にわかれるのであるが，この「手」ほかならず「私の手」であ  

る。このように，受動化された後，主格以外の格成分の名詞が主格の名詞に縛  

られているものを「受動化によって再帰性をもつもの」と見る。   

第3の「受動化の前から再帰性をもつもの」というのほ，次のようなもので  

ある。   

（9）ア 山本が 私に 手を たたく （「才自手する」の意味で）  

イ 私が 山本に 手を たたかれる（「拍手される」の意味で）  

（9）アで，「手」は「山本」の手でなければならない。つまり，受動化され  

る前のアの段階で，主格以外の格成分の名詞が主格の名詞に縛られているので  

ある。そして，これが受動化されたのがイである。  

2－5 各タイプの受動化のつながり   

これまで，受動化には，減少些，交替型，間接型の3種類があることを見て  

きた。また，受動化は，再帰性の観点から3つにわけられることも見た。   

それでは，それぞれの種類の受動化どうしの関係ほどうなっているのだろう  

か。どれもが受動化であるという以上，どの受動化にも共通する性格が見られ  

るはずである。それをまとめると，次のようになる。   

（10）各タイプの受動化のゴヒ通点：  

ア 元の主格が降格し，新しい主格が昇格する  

（降格には元の主格がなくなる場合を含み，  

昇格には元々なかったものが主格になる場合を含む）  

イ 新しい主格が他から影響を受ける   

受動化というのは，主格を軸とした格の変更であって，新しい主格が他から  

影響を受けるという性格を共通にもっているのである。   

な丸 受動化を3種類に分類したが，減少型と交替型ほ連続しているし，ま  

た交替型と間接型も，（8）のような「受動化によって再帰性をもつもの」を間  

において，連続していると考えられる。（2）   
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3．使役化の種類  

従来は，使役文を意味の観点から強制使役，放任使役などとわけるだけで，  

構造的にはすペての使役文を一様な．ものと見るのが一般的であった。しかし，  

ここでは，使役文の構造ほ一様ではないと見て，受動化の種類に対応する形で  

使役化の種類をわける。減少型の受動化に対応するものとして増加型の使役化  

をたて，交替型の受動化に対応するものとして交替型の使役化を，間接型の受  

動化に対応するものとして間接型の使役化をたてる。   

また，これとは別に，使役化も受動化と同じく，再帰性の観点から見て，3  

つの場合があるとする。それは，再帰性をもたない場合，使役化によって再帰  

性をもつ場合，使役化の前から再帰性をもつ場合の3つである。  

3－1増加型の使役化   
増加型の使役化というのは，典型的な使役文を作る，次のような使役化のこ  

とである。   

（11）ア  子供たちが 座る  

イ 先生が 子供たちを 座らせる  

（11）アが使役化されて（11）イになるとき，7にはなかった「先生」が，「子  

供たちが座る」ことを意志をもって積極的に起こさせる者として加わる。そし  

て，この「先生」が主格になり，アで主格であった「子供たちが」が主格でな  

くなる。このとき，元の文の格成分が1つ増加する形になるので，増加塾の使  

役化と名づける。   

これを図式化すると，次のようになる。  

子供たちが 座る   
土  
子供たちを  
子供たちを 座らせる   

まず，（12）アの「子供たちが座る」ことを積梅的に起こさせる著として「先  

生」が主格として加わる。そうすると，この文には主格が2つあることになる  

ので，元の主格である「子供たちが」が主格から降格して「子供たちを」にな  

る。こうして，増加型の使役化が行われた（12）イができあがるのである。   
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3－2 交替型の使役化   

交替型の使役化というのほ，交替型の受動化と同じような働きをもった，次  

のような使役化のことである。   

（13）ア 審査員が その服装に びっくりする  

イ その服装が 審査員を びっくりさせる  

（13）アが使役化されて（13）イになるとき，アで主格でなかった「その服装  

に」が主格になる。そして，アで主格であった「審査員が」が主格ではなくな  

る。つまり，この場合，格成分の数ほ変化しないで，ただ主格になるものが交  

替しているだけなので，交番型の使役化と名づける。   

これを図式化すると，次のようになる。・  

（14）ア 整邑星空  

1  

びっくりする  

審査員を   
爺§審査貞を ぴっくりさせる   

まず，（14）アの「その服装に」を主格にしたいというなんらかの動機があっ  

て，「その服装㌢こ」が主格に昇格する。そうすると，この文には主格が2つあ  

ることになるので，元の主格である「審査員が」が主格から降格して「審査員  

を．」になる。こうして，交番型の使役化が行われた（14）イができあがるのであ  

る。  

33 間接型の使役化   

間接型の使役化というのほ，間接塑の受動化に対応する，次のような使役化  

のことである。   

（15）ア  妻が 死ぬ  

イ 私が 妻を 死なせる  

（15）アが使役化されて（15）イになるとき，アにはなかった「私」が「妻が死  

ぬ」ことに間援的な影響を与える者として主格にたつ。そして，アで主格であ  

った「妻が」が主格ではなくなる。つまり，この場合，間接的な影響を与える  

者としての格成分が1つ増えるのである。新しい主格は，増加型，交替型の場  

合と遣って，間接的な影響を与えるだけのものなので，この種の使役化を間接  

型の使役化と名づける。   
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これを図式化すると，次のようになる。（（16）アの「：＞」は，その左のもの  

がその右の事態に間接的な影響を与えることを表す。）  

l
 
を
一
を
 
 

妻  死なせる   

まず，（16）アの「妻が死ぬ」ことに間接的な影響を与える者として「私」が  

主格として加わる。そうすると，この文にほ主格が2つあることになるので，  

元の主格である「妻が」が主格から降格して「妻を」になる。こうして，間接  

型の使役化が行われた（16）イができあがるのである。  

34 使役化と再帰性   

ここまで，使役化を，増加型，交帝型，間接型の3つにわけてきたのである  

が，これとほ別に，再帰性という観点から使役化を考えてみる。   

使役化の中iこは，再帰性をもたないもの，使役化によって再帰性をもつも  

の，使役化の前から再帰性をもつものの3つがある。   

第1の「再帰性をもたないもの」というのは，次のようなものである。   

（17）ア  山本が たいこを たたく  
イ 先生が 山本に たいこを たたかせる   

第2の「使役化によって再帰性をもつもの」というのほ，次のようなもので  

ある。   

（18）ア 山本の足が 滑る  

イ 山本が 足を 滑らせる  

（18）アで「山木の足」という関係にあったものが，イで主格の「しLl本が」と  

主格以外の「足を」にわかれるのであるが，この「足」はかならず「山本の  

足」である。このように，使役化された後，主格以外の格成分の名詞が主格の  

名詞に縛られているものを「使役化によって再帰性をもつもの」と見る。   

第3の「使役化の前から再帰性をもつもの」というのは，次のようなもので  

ある。   
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（19）ア 山本が パコの熱演に 手を たたく（「柏手する」の意味で）  

イ パコの熱病が 山本に 手を たたかせる  

（「拍手させる」の意味で）  

（19）アで，「手」は「山本」の手でなければならない。つまり，使役化され  

る前のアの段階で，主格以外の格成分の名詞が主格の名詞に縛られているので  

ある。そして，これが使役化されたのがイである。  

3－5 各タイプの使役化のつながり   

これまで，使役化には，増加型，交替型，間接型の3稗炉があることを見て  

きた。また，使役化は，再帰性の観点から3つにわけられることも見た。   

それでは，それぞれの種類の使役化どうしの関係はどうたっているのだろう  

か。どれもが使役化であるという以上 どの使役化にも共通する性格が見られ  

るほずである。それをまとめると，次のようになる。   

（20）各タイプの使役化の共通点：  

ア 元の主格が降格し 新しい主格が昇格する  

（降格には元の主格がなくなる場合を含み，  

昇格にほ元々なかったものが主格になる場合を含む）  

イ 新しい主格が他に影響を与える   

使役化というのは，主格を軸とした格の変更である。この点は受動化も同じ  

である。ただ，受動化と遣うのは，使役化はすべてのタイプに共通して，新し  

い主格が他に影響を与えるという性格をもっている点である。   

なお，使役化を3種類に分賢したが，これらは連続した関係にある。特に増  

加型と間接型は近い関係にある。この2つはどちらも構成分が1つ増えるとい  

う点で同じで，違うのは新しい主格の働きかけの強さ，つまり働きかけが積極  

的か消横的かという点だけである。そのため，増加型と間接型は構造的には区  

別しにくい而があるが，従来の研究でこの働きかけの強さが関心の中心だった  

ことを考えても，この区別は必要なものだと考えられる。   

4．受動化と使役化の対称性  

ここでは，受動化と使役化がちょうど反対の機能をもっていること，言いか  

えると，受動化と使役化は対称的な性格をもっているということを明らかにし   
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たい。   

「2．受動化の粒頬」と「3．使役化の種類」で受動化と使役化にそれぞれ3  

つのタイプがあ苓と考えた。その3つというのは，増減型（減少型の受動化と  

増加型の使役化を一括してこう呼ぷ），交替型 間接塑であるが，それぞれを  

順にとりあげて，その対称性を見ていく。さらに，再帰性のある受動化と使役  

化についても，対称性という点からあらためて考える。  

4－】増減型の受動化と使役化の対称性   

減少型の受動化と増加型の使役化は，互いに対称的な性格をもっている。   

減少型の受動化は，典型的には（21）のようなものである。7の「l■が」が消  

えて，「／＼を」が「△が」にかわる。   

（21）ア ■が △を 動詞  

イ ¢  △が 動詞（受動形）   

→方，増加型の使役化は，（22）のようなものが一つの典型になる。アにはな  

かった「Ilが」が加わって，「△が」が「△を」にかわる。   

（22）ア ¢  △が 動詞  

イ ■が △を 動詞（使役形）  

（21）と（22）を比べてみると，格の現れかたで，（21）アと（22）イが同じであ  

り，（21）イと（22）アが同じであることがわかる。これは，（21）のアからイヘの  

変化と（22）のアからイへの変化がちょうど逝であるということである。言いか  

えると，動詞を受動化することと動詞を使役化することがちょうど反対の操作  

だということである。   

このような増減型の受動化と使役化の機能を一般的にいえば，次のようにな  

る。   

（23）ア 減少型の受動化の機能：主格を取り去ることによって，  

格成分を1つ減少させる  

イ 増加型の使役化の磯能：主格を加えることによって，  

格成分を1つ増加させる   

上でみた受動化の（21）では，7が他動詞であり，それを減少型の受動化によ  

って自動詞相当のものにしたのであるが，これをもうすこし一般的にいえば，  

格成分を2つ要求する2項動詞を，格成分を1つ要求する1項動詞にしたとい  

うことである。   

減少型の受動化は，格成分（項）を1つ減らすのであるから，1項動詞（自   
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動詞）に適用すると，格成分がゼロになってしまうので，1項動詞には適用で  

きない。   

2項動詞に適用すると，次のように1項動詞になる。   

（24）ア 気象庁が 長期予報を 発表する ［2項］  

イ  長期予報が 発表される［1項］   

3項動詞に適用すると，次のように2項動詞にかわる。   

（25）ア 係りの人が 参加者に ジュースを 配る   ［3項］  

イ  参加者に ジュースが 配られる［2項］   

一方，使役化の（22）でほ，7が自動詞であり．それを増加型の使役化によっ  

て他動詞相当のものにしたのであるが，これは一般的には，1項動詞を2項動  

詞にしたということである。次の例がそうである。   

（26）7  子供たちが 座る   ［1項コ  
イ 先生が 子供たちを 座らせる［2項コ   

2項動詞に適用すると，次のように3項動詞になる。   

（27）7  子供たちが 歌を 歌う   ［2項］  
イ 先生が 子供たちに 歌を 歌わせる［3項］   

3項動詞に適用すると，次のように4項動詞㌢こかぁる。   

（28）ア  係りが  参加者に ジュースを 配る ［3項］  
イ 社長が 係りに言って 参加者に ジュースを 配らせる［4項］  

この場合，アの「係りが」が「係りに」にかわると，「～に」が2つになるの  

で，ふつうは「係りに言って」や「係りに命じて」などを使って，「～に」が  

2つになるのを避けることになる。   

このように，増減型の受動化と使役化の機蘭は，動詞の項を増やしたり減ら  

したりすることである。では，なぜ項の数を増やしたり減らしたりするのかと  

いうと，それは，語彙として単独に登録されている動詞では表したい事態が表  

せないからである。   

たとえば，「発表する」は2項動詞であり，それに対応する1項動詞は単独  

の語彙としてはない。そのため，動作主を無視したければ，受動化して1項動  

詞にするしかないのである。また，「座る」は1項動詞であり，それに対応す  

る2項動詞は単独の語桑としてはない。そのため，その動作を起こさせる者を  

表したければ，使役化して2項動詞にするというわけである。  

4－2 交替型の受動化と使役化の対称牲   
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交替型の受動化と交替型の使役化も，互いに対称的な性格をもっている。   

交替塑の受動化は，（29）のようなものが一つの典型である。アの「△を」が  

「△が」になり，「■が」が「■に」にかわる。   

（29）ア ■が △を 動詞  

イ △が ■に 動詞（受動形）   

一方，交番型の使役化は，（30）のようなものが一つの典型である。「■に」  

が「■が」になり，「△が」が「△を」にかわる。   

（30）ア △が ■に 動詞  

イ 1がJ△を 動詞（使役形）  

（29）と（30）を比べてみると，格の現れかたで，（29）アと（30）イが同じであ  

り，（29）イと（30）アが同じであることがわかる。これは，（29）の7からイへの  

変化と（30）の7からイへの変化がちょうど遵であるということである。言いか  

えると，動詞を受動化することと動詞を使役化することがちょうど反対の操作  

だということである。   

交替型の受動化も交替型の使役化もその棟能は，主格とそれ以外の格を交替  

させることで，結果的には同じように見えるが，方向性に違いがある。それを  

図式化すると，次のようになる。  

（31）  

動作圭 ＞  対 象  

二 が   を、に  
）  

原 因 ≫ 鎧験者  

（「≫」は，その左のものが事態を引き起こし，  

右のものが事態の影響を受けることを表す）  

交番型の受動化の場合，受動化される前の動詞では，（31）のように，動作主  

に「が」が割り当てられ，対象に「を」または「に」が割り当てられている。  

これを受動化すると，（31）の真ん中にある格助詞のプレートが右に移動し，対   
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象に「が」が割り当てられ 動作主に「に」「によって」「から」「で」が割り  
当てられることになる。   

その結果を図示すると，次のようになる。   

（32）  

動作主 ≫ 対  象  

一安置り化一●  に、によって  

から、で（、を）  
が   

一方，交帝型の使役化の場合ほ，使役化される前の動詞では（31）のよう  

に，経験者に「が」が割り当てられ，原因に「に」「によって」「から」「で」  

（「～を悲しむ＿r「～を菩ぷ」などでは「を」）が割り当てられている。これを  

使役化すると，（31）の格助詞のプレートが左に移動し，原因に「が」が割り当  

てられ，経験者に「を」またほ「に」が割り当てられることになるのである。   

これを図示すると，次のようになる。   

（33）  

●一便筏†ヒー‡   

に、によって  

かち、で（、を）  

原  囲 ＞ 経験者  

このような交替型の受動化と使役化の撥能を一般的にいえば，次のようにな  

る。   
（34）7 交替型の受動化の機能：主格を影響を受ける方向に動かす形で  

（（31）の格プレートを右に動かして），  

主格とそれ以外の格を交替させる  

イ 交替型の使役化の機能：主格を影響を与える方向に動かす形で  

（（31）の格プレートな左に動かして），  

主格とそれ以外の格を交替させる   

交替塑の受動化と使役化は，主格とそれ以外の格を交替させるのであるか   
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ら，格成分が1つしかなく交替する相手のない1モ言動詞には適用できない。   

交替型の受動化を2項動詞に適用した例が次の（35）であり，3項動詞に適用  

した例が（36）である。   

（35）ア 渡辺が 榊原を 誘う   ［2項］  

イ 榊原が 渡辺に 誘われる［2項］   

（36）ア 高橋が 私に 司会を 頼む   ［3項］  

イ 私が 高橋に 司会を 頼まれる［3項］   

交替型の任役化を2項動詞に適用した例としてほ次の（37）のようなものがあ  

り，3項動詞に適用した例としては（38）のようなものがある。   

（37）7 審査員が その服装に びっくりする ［2項］  

イ その服装が 審査員を びっくりさせる［2項］   

（38）ア おばあさんが その歌で 晋のことを 思い出す   ［3項］  

イ その歌が おばあさんに 昔のことを 思い出させる［3項］   

このように，「交替型の受動化と使役化の機能は，主格を交替させることであ  

る。では，なぜ主格を交替させるのかというと，それは，構文的な制約や文脈  

的な制約により，元の動詞で主格ではなかったものを主格にたてるほうがいい  

からである。   

たとえば，（39）ではアは使われず，イが使われる。   

（39）ア蓼友だちが誘って，（私は）出かけた。  

イ 友だちに誘われて，（私は）出かけた。   

このような文では，従属節の上格と主文の主格を一致させるほうがよいとい  

う制約がある。しかし，友だちが私を誘うということを「私」を主格にたてて  

表す単独の動詞は語彙の中にはない。そこで，「誘う」を交薄型の受動化で「誘  

われる」にかえ，「私」を主格にして，イのような文を作るのである。   

もうひとつ例をあげる。（40）では7よりイのほうが自然である。   

（40）ア？ふるさとを思い出す風景が広がっていた。  

イ ふるさとを思い出させる風景が広がっていた。  

（40）のアとイは，それぞれ（41）のアとイがもとにたっていると考えられる。   

（41）ア（私が）風景でふるさとを思い出す  

イ 風景が（私に）ふるさとを思い出させる  

（40）アは（41）アの「風景で」が被修飾名詞になったもので，（40）イは（41）イの  

「風景が＿Jが被修飾名詞になったものである。一般に，「～が」は被修飾名詞  

になるが，この種の「～で」は被修飾名詞になりにくいという制約がある。そ   
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の制約を守って，「風景」を主格にして「（私が）風景でふるさとを思い出す」  

ということを表そうとしても，そのような単独の動詞は語彙の中にない。そこ  

で，交替型の使役化を使うことになるのである。  

4－3 間接型の受動化と使役化の対称性   
間接型の受動化と間接型の使役化も，互いに対称的な性格をもっている。   

間接型の受動化ほ，（42）のようなものが一つの典型である。アになかった  

「■が」が，間接的な影響を受けるものとして加わり，アの「△が」が「△  

に」にか与っる。   

（42）ア ¢ ＜［△が 動詞］  

イ ■が  △に 動詞（受動形）   

一九 間接迎の使役化は，（43）のようなものが一つの典型である。アになか  

った「■lが」が，間接的な影響を与えるものとして加わり，アの「△が」が  

「△を」にかオフる。   

（43）ア ¢ ＞［△が 動詞］  

イ ■が  △を 動詞（使役形）  

（42）と（43）を比べてみると，間接的に関与するものとして「■が」が加わる  

点は同じであるが，間接的な関与の方向が反対になる。この点で，間接型の受  

動化と間接型の使役化ほ対称性をもつ。   

ここで注意が必要なのほ，受動化では元の主格が「～に」にかわるのに対  

し，使役化では「～を」にかわることである。この違いは間接的な関与の方向  

性の遠いから生まれるのだと考えられる。つまり，（31）の図を見てもわかると  

おり，影響を与える側から影響を受ける側への方向を「≫」で表すと、格の現  

れかたは次のようになっている。   

（44）「～に」≫「～が」≫「～をr」   

これに従うと，受動化の（42）イでは，影響を受ける側の「■」が「が」でマ  

ークされ 影響を与える側の「△」が「に」で「7－－クされることになる。ま  

た，使役化の（43）イでは，影響を与える側の「■」が「が」でマ岬クされ 影  

響を受ける例の「△」が「を」でマークされることになるのである。   

このような交替型の受動化と使役化の機能は，→般的にいえば，次のように  

なる。   

（45）ア 間接型の受動化：事態から間接的な影響を受けるものを  

主格として加える   
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イ 間接塾の使役化：事態に間接的な影響を与えるものを  

主格として加える   
間接型の受動化と使役化ほ，新しい項を加えるのであるから，格成分が1つ  

しかない1項動詞にも適用できるので，基本的にほ，元の動詞の項の数に制限  

はない。   

間接型の受動化を1項動詞に適用した例としては次の（46）のようなものがあ  

り，2項動詞に適用した例としては（47）のようなものがある。   

（46）ア  妻が 死ぬ  
イ 私が 蚕に 死なれる   

（47）ア  彼が 不安を 抱く  
イ 私が 彼に 不安を 抱かれる   

間接型の使役化を1項動詞に適用した例としては次の（48）のようなものがあ  

り，2項動詞に適用した例としては（49）のようなものがある。   

（48）ア  妻が 死ぬ  
イ 私が 妻を 死なせる   

（49）ア  彼が 不安を 抱く  
イ 私が 綬に 不安を 抱かせる   

では，どうしてこうした間接型の受動化と使役化が使われるのかというと，  

この場合も，構文的た制約や文脈的な制約を考えなけれはならない。   

たとえば，（50）ではアよりイのほうが自然である。   

（50）ア？赤ん坊が一晩中泣いて，（私は）ほとんど寝られなかった。  

イ 赤ん坊に一晩中泣かれて，（私は）ほとんど寝られなかった。   

このような文でほ，従属節Ⅵ主格と主文の主格を一致させるほうがよいとい  

う制約がある。しかし，赤ん坊が泣いて私が間接的な影響を受けるということ  

を「私」を主格にたてて表す単独の動詞は語彙の中にはない。そこで，「泣く」  

を間援型の受動化で「泣かれる」にかえ，「私」を主格にして，イのような文  

を作るのであろう。  

ヰー4 再帰性のある受動化と使役化の対称性   

受動化と使役化8も 再帰性の観点から，「再帰性をもたないもの」，「受動化■  

使役化によって再帰性をもつもの」，「受動化・使役化の前から再帰性をもつも  

の」の3つにわけられるということは，「2－4 受動化と再帰性」「3－4 使役  

化と再帰性」で述べた。   
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ここでは，再帰性について特異な点をもつ「受動化・使役化によって再帰性  

をもつもの」と「受動化・使役化の前から再帰性をもつもの」について，受動  

化と使役化の対称性を見ていく。   

ほじめに，「受動化・使役化によって再帰性をもつもの」であるが，これほ  

受動化と使役化で対称性を示す。  

（51）と（52）は，それぞれ受動化と使役化の例である。この例ほ元の動詞が2  

項動詞の場合である。   

（51）7 山本が 私の手を たたく  

イ 私が 山本に 手を たたかれる  

（52）ア 山本が 私の手を たたく  

イ 私が  山本に 手を かかかせる   

これを，一般的な形で書くと，次のような図式になる。   

（53）ア △が ■の～を 動詞  

イ ■が／1に ～を 動詞（受動形）  

（54）ア ∠＼が ■の～を 動詞  

イ ■が △に ～を 動詞（使役形）  

この場合，受動化でも使役化でも文の構造は基本的にほ同じであり，新しい  

主格「■」が影響を受けるほうであるか影響を与えるはうであるかという点だ  

けが対称的である。   

次の（55）と（56）も，それぞれ受動化と使役化の例であるが，これらほ，元の  

動詞が1項動詞の場合である。   

（55）ア 私の飼い犬が 死ぬ  

イ 私が 飼い犬に 死なれる  

（56）ア 私の 飼い犬が 死ぬ  

イ 私が 飼い犬を 死なせる  

これを一般的な形で図式化すると，次のようになる。   
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（57）ア サの△が 動詞  
イ l■が △に 動詞（受動形）  

（58）ア ■の△が 動詞  

イ 団が 4を 動詞（使役形）  

この場合も，受動化と使役化でほ文の構造ほ基本的にほ同じであり，新しい  

主格「■」が女汐響を受けるほうであるか影響度与えるほうであるかという点だ  

けが対称的である。   

以上を，次のようにまとめておこう。   

（59）7 受動化によって再帰性をもつ受動化の機能：  

事態から影響を受ける「～の」を主格にする  

イ 使役化によって再帰性をもつ使役化の政能二  

事態に影響を与える「～の」を主格にする   

次に，「受動化・使役化の細から再帰性をもつもの＿」について見てみよう。  

この場合も，受動化と使役化で対称性を示す。   

次の（60）と（61）は，それぞれ受動化と使役化の例である。   

（60）ア 山本が 私に 手を たたく（「拍手する」の意味で）  

イ 私が 山本に千を たたかれる（「拍手される」の意味で）   

（61）ア 山本が パコの熱演に 手を たたく（「拍手する」の意味で）  

イ パコの熱演が 廿l本に 苧を たたかせる  

（「柏手させる」の意味で）  

これを図式化したのが，次の（62），（63）である。  

（62）ア △が ■に ～を 動詞  

イ l■が △に ～を 動詞（受動形）   

（63）ア △が ■に ～を 動詞  

イ ■が △に ～を 動詞（使役形）  

ここでも，受動化と使役化で文の構造は基本的には同じであり，新しい主格   



日本語の受動化と使役化の対称性  

「■」が影響を受けるほうであるか影響を与えるはうであるかという点だけが  

対称的である。  

5．おわ り に   

この論文で明らかにした要点を表にまとめておこう。  

受  動  化  使  役  化   

減  少  型   増  加  型   

「長期予報が発表される」   「先生が子供たちを座らせる」   

（主格を取り去ることによって   （主格を加えることによって   

格成分を1つ減らす）   格成分を1つ増やす）   

交  替  塾   交  替  型   

「榊原が渡辺に誘われる」  「その服装が審査員を  

びっくりさせる」  

膨響を受ける方向に主舶  （影響を与える方向に主格を   
動かして，主格を交替させる）   動かして，主格を交番させる）   

間  接  塾   ＝＝＝   踵■■■   

「私が妻に死なれる」   「私が妻を死なせる」   

（間接的な影響を受けるものを   （間接的な影響を与えるものを   

主格として加える）   主格として加える）  

このように，受動化も使役化もそれぞれ，表で縦に並べた3つのタイプに分  

類できる。そして，蓑で横に並んでいるものは，互いに対称的な性格をもって  

いる。どのような点で対称的かは，（）の中に示した。   

受動化も使役化も，究極的には，単独の動詞では主格になれないものを主格  

にたてるたわの文法的な手段である。日不語では，このような文法的な手段が  

互いに対称的なものとして2つある。ひとつは，影響を受ける方向に主格を動  

かす受動化であり，もうひとつは，影響な与える方向に主格な動かす使役化で  

ある。   
このように受動化と使役化を見ることで，ボイスの体系性がはじめて浮かび   
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あがってくるのである。   

なお，受動化と使役化に対してこのような点かたをするとすると，語彙の中  

に単独で存在する動詞というのはどんなもので，どのような体系をもっている  

のか，また単独の動詞と受動化・使役化された動詞の関係がどうなっているの  

かも折らかにする必要がでてくる。それについては，野田（1991予定）を参照  

していただきたい。  

注  
（1）これまでの研究の中で，受動と使役の対称性をいちばん明確に述べているのは，  
益岡（19即：166－169）である。  

益岡ほ，意味的には，受動態と使役態は，「動的事象を，動きの作用や影響を受  
ける老の側から見るか，動きの原因となる者の側から見るかという点で，また，動  
的事象を，結果の局面に焦点を置いて見るか，原因の局而に焦点を置いて見るかと  
いう点で，対照的である」としている。  
また，鰊語的な観点からはノ「受動態と使役腰はそれぞれ 部分的に自動詞形成  
と他動詞形成の機台巨を有する」点をあげている。自動詞形成の機能を有する受動態  
とは，（a）のような例であり，他動詞形成の機能を肯する使役態とは，（b）のような例  
である。  
（a）その柄にも，タンスにも，犯人の指紋ほ検出さ九なかった。  
（b）田代はシャベルを地の中に食い込ませた。  

さらに，受動文には「直接受動文」と「間接受動文」があるのに，使役文にはそ  
の区別がないという，受動態と使役潜の相違点についてほ「直接受動文・間接受  
動文の区別に対応する「直接使役文」・「間接使俊文」とでも言うべき区別を設ける  
ことは，無意味でではないように思われる」として，使役文を2穐類にわける可能  
性を示唆している。この「直接使役文」というのは（c）や（d）のような文であり，「間  
接使役文」というのはそれ以外の多くの使役文のことである。  
（c）太郎は次郎iこ好きなだけ（自分を）なく－らせた。  

（d）彼女の申し出は，自分をひどく喜ばせた。  
（2）減少塾の受動化と交替塾の受動化の違いほ，動作主が毒されないか表されるかの  
遣いだけなので，互いに近い関係にある。たとえば，（e）ほ交替型の受動化が行わ九  
た文であるが，動作主が不特定の「みんな」なので，実質的には減少型の（f）とほと  
んどかわりがない。  
（e）今 イタリア料理が みんなに 注目されている  
（f）今 イタリア料理が 注目されている  
また，交替型の受動化と間接型の受動化は，受動化によって再帰性をもつものを  
間において連続しているのであるが，受動化によって再帰性をもつものの中にも交  
替型に近いものから，間接型に近いものまでいろいろな段階が考えられる。たとえ   
ば，（h）は主格への影響がより直接的であり，（g）の交替型に近い。こjtが（i），（j），（k）  

と進むにつれて，主格への影響がより間接的になり，しだいに（1）の間接型に近づ  

く。   
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